
平成 23 年 5 月 27 日 

各 位 
会 社 名  株式会社アドバネクス

    
代表者名  代表取締役会長兼社長 加藤 雄一 
（コード番号 5998 東証第 1 部） 
問合せ先  取締役業務管理本部長 大野 俊也 

（TEL．03－3822－5865） 
      

（訂正・数値データ訂正あり）「平成 23年３月期 決算短信[日本基準]（連結）」の一部訂正について 

 
平成 23 年５月 13 日に発表いたしました「平成 23年３月期決算短信[日本基準]（連結）」について

訂正がありましたのでお知らせ致します。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値

データも送信致します。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

記 
１．サマリー情報 (1 ページ) 

連結経営成績 

【訂正前】 

 1 株当たり当期純利益 
潜在株式調整後１株 

当たり当期純利益 

自己資本当期 

純利益率 

総資産経常利益

率 

売上高営業利益

率 

 円銭 円銭 ％ ％ ％

23年 3月期               △3.85 - △5.6 1.5 1.7

22 年 3 月期 △9.58 - △11.7 △2.5 △0.9

【訂正後】 

 1 株当たり当期純利益 
潜在株式調整後１株 

当たり当期純利益 

自己資本当期 

純利益率 

総資産経常利益

率 

売上高営業利益

率 

 円銭 円銭   ％  ％   ％

23 年 3月期        △3.85          - △5.6 1.5 1.8

22 年 3 月期 △9.58          - △11.7 △2.5 △0.9

 

２．連結財務諸表  (11 ページ) 

 連結貸借対照表 

【訂正前】 

（単位：千円） 

 
 前年連結会計年度 

（平成 22 年３月 31 日） 

当連結会計年度 

（平成 23 年３月 31 日） 

負債の部     
 流動負債    

支払手形及び買掛金  4,220,675 4,597,170 

短期借入金  4,232,775 3,957,030 

1 年内返済予定の長期借入金  1,329,973 2,487,680 

  
  
流動負債合計  11,212,988 12,606,456 

固定負債    
長期借入金  4,365,990 2,612,509 

  
  
固定負債合計  6,888,909 4,992,180

負債合計  18,101,898 17,598,637 

財)財務会計基準機構会員 



 

【訂正後】 

（単位：千円） 

 
 前年連結会計年度 

（平成 22 年３月 31 日） 

当連結会計年度 

（平成 23 年３月 31 日） 

負債の部     
 流動負債    

支払手形及び買掛金  4,220,675 4,597,170 

短期借入金  4,232,775 3,957,030 

1 年内返済予定の長期借入金  1,329,973 2,399,215 

  
  
流動負債合計  11,212,988 12,517,991 

固定負債    
長期借入金  4,365,990 2,700,975 

  
  
固定負債合計  6,888,909 5,080,646 

負債合計  18,101,898 17,598,637

 

３．連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更（21ページ） 

 

会計方針の変更  

 

【訂正前】 

 

当連結会計年度（自 平成 22 年４月 1日 至 平成 23 年３月 31 日） 

(資産除去債務に関する会計基準等) 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３

月 31 日）を適用しております。 

 これにより、当連結会計年度の営業利益 10,265 千円、経常利益 10,434 千円がそれぞれ減少し、税金

等調整前四半期純損失が 54,460 千円が増加しております。また、当会計基準の適用開始による資産除

去債務の変動額は 39,206 千円であります。 

（後略） 

 

 

【訂正後】 

 

当連結会計年度（自 平成 22 年４月 1日 至 平成 23 年３月 31 日） 

(資産除去債務に関する会計基準等) 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３

月 31 日）を適用しております。 

 これにより、当連結会計年度の営業利益 10,265 千円、経常利益 10,434 千円がそれぞれ減少し、税金

等調整前当期純損失が 54,460 千円増加しております。また、当会計基準の適用開始による資産除去債

務の変動額は 39,206 千円であります。 

（後略） 

 

 



４．連結財務諸表作成に関する注記事項（23 ページ） 

（セグメント情報） 

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

【訂正前】 

    （単位：千円） 

 精密ばね事業 ヒンジ事業 モーター事業 プラスチック事業 合計 

売上高    

外部顧客への売上高 13,911,076 2,472,026 4,379,608 10,696,893 31,459,604

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
148,854 - - 1,619 150,474

計 14,059,931 2,472,026 4,379,608 10,698,512 31,610,078

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
1,309,803 △1,032,634 171,285 93,516 541,970

セグメント資産 15,261,763 535,166 1,988,356 3,630,722 21,416,009

セグメント負債 10,222,308 1,541,746 1,491,570 5,484,356 18,739,982

その他の項目     

減価償却費 578,297 150,165 55,411 402,346 1,186,220

のれん償却額 - 22,387 - 2,435 24,823

負ののれん償却額 - 506 - 125,393 125,900

減損損失 - 228,204 - - 228,204

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
399,527 2,054  78,619 388,100 868,302

 

【訂正後】 

（単位：千円） 

 精密ばね事業 ヒンジ事業 モーター事業 プラスチック事業 合計 

売上高    

外部顧客への売上高 13,911,076 2,472,026 4,379,608 10,696,893 31,459,604

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
148,854 - - 1,619 150,474

計 14,059,931 2,472,026 4,379,608 10,698,512 31,610,078

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
1,309,803 △1,032,634 171,285 93,516 541,970

セグメント資産 15,261,763 535,166 1,988,356 3,630,722 21,416,009

セグメント負債 10,222,308 1,541,746 1,491,570 5,484,356 18,739,982

その他の項目     

減価償却費 578,297 150,165 55,411 402,346 1,186,220

のれん償却額 - 22,387 - 2,435 24,823

負ののれん償却額 - 506 - 125,393 125,900

減損損失 - 228,204 - - 228,204

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
399,527 132,693  78,619 388,100 982,620

 

以上 


